
  （京都市政記者クラブ，京都経済記者クラブ，関西プレスクラブ同時配布） 

平成３０年１０月 ２日 

 

「平成 30 年度全国高校生伝統文化フェスティバル」観覧者募集について  

 
文化庁，京都府及び京都府高等学校文化連盟の共催により開催する「平成 30 年度全国高

校生伝統文化フェスティバル」の観覧者を下記のとおり募集します。 

 なお，本フェスティバルでは，広報活動や“京都ならではの「おもてなし」”を京都府内

の高校生による「おもてなし隊」の代表「生徒実行委員会」自らが考え，お客様のお出迎

え，御案内，舞台の裏方・運営を担います。 （京都府同時発表） 

 

 

記 

 
(1)応募方法   郵便番号，住所，氏名，電話番号を御記入の上，はがき・電話・Ｆ

ＡＸ・Ｅメールのいずれかでお申し込みください。（申込み 1 通に

つき 2 名まで。全員の氏名を御記入ください。） 

 

(2)申 込 先   ○はがき：〒５５０－８６５１（住所記入不要） 

            日本郵便株式会社大阪西郵便局 私書箱１号 

      全国高校生伝統文化フェスティバル運営事務局係 

○TEL：０６－６５６２－５１００（平日 10:00～18:00） 

○FAX：０６－６５６２－５１０３ 

○E メール：info@dentoubunka-fes.com 

 

(3)申込み期間   平成 30 年 10 月９日（火）～平成 30 年 11 月 16 日（金）必着  

 

(4)問合せ先   「全国高校生伝統文化フェスティバル」運営事務局係 

ＴＥＬ：０６－６５６２－５１００（平日 10:00～18:00） 

 

(5)その他      ○応募された方に入場整理券をお送りします。 

（応募多数の場合は抽選となり，入場整理券の発送をもって当選  

の発表とさせていただきます。） 

          ○当日，京都コンサートホール１階で行われる茶道フェスティバル

において，全国のお茶に勤しむ高校生がお点前によるおもてなし 



＜担当＞ 文化庁長官官房地域文化創生本部 

暮らしの文化・アートグループ リーダー 山口 壮八 

 調査役  辻 晴美 

TEL：075-330-6730（直通）/FAX：075-561-3512 

所在地：京都市東山区東大路通松原上る三丁目毘沙門町 43-3 

を行います。 

当日，入場整理券を座席券に引き換える際に，御希望の方先着順

で，茶席券をお渡しします。（茶席券は，なくなり次第終了） 

 

 

＜参考＞ 

「平成 30 年度全国高校生伝統文化フェスティバル－伝統芸能選抜公演－」開催概要 

１．開催日時    平成３０年１２月１６日（日） 午後１時～午後４時３０分 

         ※１１時～茶道フェスティバル 

２．会   場  京都コンサートホール・大ホール 

３．大会テーマ  『大切にしたい日本のこころ』 

４．主    催  文化庁，京都府，京都府高等学校文化連盟 

５．内 容 等    開会式（プロローグ，歓迎プログラム） 

         全国校公演（郷土芸能・日本音楽・吟詠剣詩舞各部門） 等 

 

～おもてなし隊の様子～ 
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「平成30年度全国高校生伝統文化フェスティバル
－伝統芸能選抜公演－」

概 要

(1)開 催 日 平成30年12月16日（日） 開場11時 開演13時 （終演予定16時30分）

(2)会 場 京都コンサートホール・大ホール
（京都市左京区下鴨半木町1番地の26 TEL:075-711-2980）

(3)大会テーマ 「大切にしたい日本のこころ」
(4)主 催 文化庁、京都府、京都府高等学校文化連盟
(5)内 容

・開会式
プロローグ （狂言 京都府立嵯峨野高等学校）
歓迎プログラム （和太鼓 京都橘高等学校）
古典の日朗読コンテスト優秀者発表

・全国校公演

○郷土芸能部門 岩手県立北上翔南高等学校「鬼剣舞」

秋田県立由利高等学校「秋田民謡」

新潟県立羽茂高等学校「佐渡民謡」

沖縄県立南風原高等学校「琉球舞踊」

日本福祉大学付属高等学校（愛知県）「和太鼓」

○日本音楽部門 静岡県立三島北高等学校「箏曲」、徳島県立城東高等学校「邦楽合奏」

○吟詠剣詩舞部門 長野県高等学校文化連盟 吟詠剣詩舞部門「吟詠剣詩舞」
※出演順は未定

・フィナーレ
会場合唱「ふるさと」 揮毫メッセージ：京都府立洛西高等学校

(6)併催イベント
・交流呈茶：茶道フェスティバル参加の全国の茶道部

・優 秀 作 品 展 示 ：京都府内の美術・工芸、書道、自然科学、写真等各専門部
・特別支援学校作品展示：京都府内の特別支援学校
・会 場 迎 え 花：京都府立鴨沂高等学校、龍谷大学付属平安高等学校、

京都光華高等学校、ノートルダム女学院中学高等学校
・シンボルフラワー（シクラメン）：京都府立農芸高等学校、京都府立綾部高等学校東分校

お も て な し 隊

京都府立北稜高等学校、京都府立嵯峨野高等学校、京都聖母学院高等学校、京都西山高等学校



１ 歓迎プログラム

２ フィナーレ

（１）会場合唱
出演校及びおもてなし隊が登壇市、会場一丸となって歌います。

今年の曲目は「ふるさと」

（２）「こころのメッセージ」(揮毫)
京都府立洛西高等学校 書道部

昭和55年に開校し、本年度で39年目を迎える。「明朗なる真昼の精神」を

校是として、文武両道の校風を大切にし、学校に軸足を置いて、生徒一人ひ
とりが、勉強も部活動も学校行事も頑張るというスタイルを継承している。
全国高等学校総合文化祭には５年連続で京都府代表として参加。今年度徳島
県で行われた近畿高等学校総合文化祭にも京都府代表として参加した。

３ 全体交流会 歓迎プログラム （１２月１５日（土） リハーサル後）

（１）マジック＆ジャグリングショー
京都府立南陽高等学校 マジック部

南陽高校では、勉学に加え、「部活」「国際交流」「ボランティア」「コ
ンテスト」の４つに力を入れている。今年度より附属中学校が開校し、部活
動は中学・高校合同で練習を行う。現在23名がマジック部に所属しており、
マジック部門とジャグリング部門に分かれる。年間20回以上の公演を行って
おり、公演先は地域の子供会やお祭り、老人ホーム、スーパー等様々。イリ
ュージョンマジックを所有している部活動は、数えるほどしかなく、テレビ
でも取り上げられた。

ふねふな

（１）狂言 「舟船」
京都府立嵯峨野高等学校 狂言部

昭和16年の創立以来、「和敬清寂」という禅の心を建学の精神とする。
平成21年度、京都府の「古典の日」推進事業をきっかけに大蔵流狂言師
十四世茂山千五郎先生の御指導による狂言の取組が開始し、平成28年度
には狂言部が発足する。毎年12月には能舞台で本格的な狂言会を開催し
ている。今宮神社御旅所能舞台での奉納狂言など、校外での発表機会も
多い。

（２）和太鼓 「京の四季」
京都橘高等学校 太鼓部

太鼓部は1982年に太鼓サークルとして発足。現在は京都橘中学校・高等

学校太鼓部として活動。全国高等学校総合文化祭への出場や地元のお祭り
への参加など年間20回程度、外部で演奏を行う。全国高等学校総合文化祭
では、2013年に最優秀賞・文部科学大臣賞、2014年に優良賞を受賞してい
る。
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京都府内出場校 詳細



おにけんばい

（１）鬼 剣 舞

岩手県立北上翔南高等学校 鬼剣舞部

平成16年、校名を「黒沢尻南高等学校」から「北上翔南高等学校」
とし、男女共学・総合学科高校に改変。鬼剣舞部は、地域に育まれた
伝承活動を国指定重要無形民俗文化財「岩崎鬼剣舞」から指導を受け
ている。日頃の活動として、老人保健施設の慰問や各種イベントへの
参加、東日本各地において復興支援活動を実施。また、全国高総文祭
優秀校東京公演への出演等も行っている。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 郷土芸能部門 文化庁長官賞 (H29) 出場 (H28)

★鬼剣舞は、岩手県北上地方の農民に伝承する民族芸能で、約1,300年前から始まるとされています。基本踊りで礼舞とも
云われている「一番庭」、荒れ狂う武者が乱舞する「八人加護」などを演じます。東日本大震災以来、全国の皆様から励まし
をいただいてまいりました。二度とあのような災害がおきないように、私たちの願いを込めて、大地を踏みしめ、力の限り踊
ります。

（２）秋田民謡～舞踊～
ゆり

秋田県立由利高等学校 民謡部

霊峰鳥海山の麓、子吉川が日本海へと注ぐ自然豊かな由利本荘市に
ある、大正９年に創立された歴史ある高校。民謡部は約半世紀の歴史
があり、秋田民謡のみならず、全国各地の民謡にも積極的に取り組ん
でいる。また、地域のイベントや高齢者施設への慰問活動など地域に
根ざした活動を中心に行っており、昨年度は、秋田出身歌手の高橋優
さんとのコラボレーション企画や、秋田県観光PRの一環としての台湾
公演も行うなど、幅広い活動に取り組んでいる。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 郷土芸能部門 優良賞 (H30・H29)

★１曲目、秋田大黒舞は１年間の家内安全と幸福を祈願して唄い踊られます。２曲目、正調生保内節は秋田県仙北市の生保内

地方に伝わる民謡で、かすりにもんぺ、編み笠をつけて踊ります。３曲目、秋田音頭は宴席で踊られるもので、柔術の技を踊

りに取り入れたものです。一番のアピールポイントは笑顔です。明るく笑顔あふれた舞踊（まい）をお楽しみください。

全国校公演 出場校詳細

１ 郷土芸能（伝承系）

Ｐａｇｅ３
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（３）佐渡民謡～芸能と文化の島より～
はもち

新潟県立羽茂高等学校 郷土芸能部

新潟県佐渡島の南部にある全校６クラスの高校。郷土芸能部は、
平成18年の発足以来、地域に根ざした活動を行っている。佐渡に
は、朱鷺の舞う美しい自然と、金山や北前船に代表される歴史が
あり、その豊かな文化の中で、さまざまな芸能が育まれている。
本校は、佐渡島内外におけるお祭りやイベントでの公演を年間20
回以上実施しており、全国高総文祭には新潟県代表として12年連
続で出場している。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 郷土芸能部門 出場 (H30・H29) 最優秀賞・文部科学大臣賞 (H28)

★港町小木で船乗りたちを相手にした芸者衆の座敷踊り「小木おけさ」、相撲甚句が佐渡に流れ込み、独自の三味線と踊り
が付けられた「羽茂甚句」、フィナーレはもちろん「佐渡おけさ」です。芸能と文化の島、佐渡の素朴で情緒溢れる民謡を
お楽しみください。

かんたい

（４）琉球舞踊「歓待の舞」
はえばる

沖縄県立南風原高等学校 郷土芸能部

今年度、開校43年になる本校は、教育目標を「自主・自律」と

し、平成６年度より教養ビジネスコース、郷土文化コース、普通
総合コースと特色あるコースを設置している。昨年４月には併設
校として南風原高等支援学校が開校し、学校行事、部活動、委員
会活動をともに行うなど、インクルーシブ教育も実践している。
郷土芸能部は、郷土文化コース設置の頃より活動が盛んになり、
教育関係団体のアトラクションや地域の行事など、年間約40回の
舞台に立っている。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 郷土芸能部門 出場（H30）

★かつて沖縄が琉球王国だった頃に、中国からの使節団を歓待した「御冠船踊（うかんしんをぅどぅゐ）」と称された歌舞
について、独自のアレンジを加えながら創作したのが、「歓待の舞」です。この演目は、平成18年度の全国高総文祭京都大
会にて、優秀賞・文化庁長官賞を受賞できた思い入れの深い演目です。新たなアレンジを加え、発表します。
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かいれい

絆～和太鼓組曲「海嶺」より～
日本福祉大学付属高等学校 和太鼓部

愛知県知多半島美浜町にある創立60周年を迎えた高校。和太鼓部
楽鼓は、地域に根ざし、楽しくたたくをモットーに、今年で創部30
周年を迎えた。年間の公演回数は30回程度。18年前より地元小学校
への和太鼓指導も行っており、東日本大震災被災地での演奏活動も
毎年続けている。全国高総文祭には27年連続出場し、最優秀賞２回、
優秀賞３回、優良賞６回の計11回受賞。海外公演も６回（イギリス
・韓国・中国・台湾・アメリカ等）経験。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 郷土芸能部門 出場（H30） 最優秀賞・文部科学大臣賞 (H29) 優良賞 (H28)

★和太鼓組曲「海嶺」は、三浦綾子さん著『海嶺』を題材にしています。江戸末期、14歳の音吉は初航海に臨み、５年間世界
各地を転々としました。奇跡的に帰国の機会を得ますが、日本は鎖国時代。音吉らは帰国を断念し、仲間と共に異国で新しく
生きる道を選択していきます。共に困難を乗り越えて生まれる「絆」、そして「絆」があるからこそ次の壁にも立ち向かって
いける。私達が大切にしているものを、音吉の人生に重ねて表現します。

３ 日本音楽

２ 郷土芸能（和太鼓）

オデュッセイア

（１）箏曲「ODYSSEY」
静岡県立三島北高等学校 箏曲部

明治34年三島高等女学校としての創立以来117年の歴史と伝統を受
け継いでいる静岡県東部に位置する高校。平成26年には、文部科学
省からスーパーグローバルハイスクールに指定され、グローバルリ
ーダーに必要な能力の育成に努めている。平成17年以来、全国高総
文祭に静岡代表として11回出場。また、地域での様々なコンサート
に出演し、箏曲の普及に努めている。平成24年度には静岡県の公立
高校で初めて、静岡県文化奨励賞を受賞。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 日本音楽部門 文化庁長官賞 (H29・H28)

★この曲は未知の航海へ旅立つときの夢と希望、不安と期待、困難の克服と祈りを、多彩な音の重なりで表現しています。ス
ケールの大きな曲であり、神秘的な部分と迫力ある部分で構成されています。様々な技法を駆使し、箏の音色一つひとつに私
たちの想いを込めて、主題である壮大な世界観をお届けします。
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４ 吟詠剣詩舞

（２）邦楽合奏「ファンタスマゴリア」

徳島県立城東高等学校 邦楽部

徳島市中心部に位置し、北に清流吉野川、南に万葉集にも詠われ
た眉山を望む、今年で創立117周年を迎える伝統校。平成26年より文
部科学省スーパーグローバルハイスクールに指定され、21世紀を担
うグローバル人材を輩出することを目標とする。邦楽部は、「邦楽
のオーケストラ」を目指し、多種の楽器を用いた合奏に取り組む。
学校行事のほか、老人保健施設への訪問演奏など、活動は多岐にわ
たる。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 日本音楽部門 出場（H30・H29) 文化庁長官賞（H28) 

★長沢勝俊作曲「子供のための組曲」と「人形風土記」から構成された本日の演奏曲は、子供の思考や行動に触れた作者が、
生き生きと遊ぶ子供の様子を描いた作品です。約15種の和楽器で10パートを演奏するため、全員で音を合わせるのは難しく、
長い時間を要しました。しかし、演奏するたびに充実感が生まれ、音楽を楽しむ気持ちがより強くなりました。本日も全員で
力を合わせ、一期一会の気持ちで演奏します。

やま たね

構成吟「山脈渡る風に種子を拡げて」

長野県高等学校文化連盟 吟詠剣詩舞専門部

長野県は吟詠剣詩舞のクラブ活動がなく、個人で稽古している高
校生が集まって長野県チームを結成。今回は３校、４名が合同で
演奏する。平成27年より長野県合同チームとして全国高総文祭に
出演している。

【主な実績（過去３年間）】
全国高総文祭 吟詠剣詩舞部門 出場（H30・H29・H28)

★信州といえば北アルプスなどの高い山を思い浮かべる方も多いことでしょう。2018信州総文祭の吟詠剣詩舞部門は８月11日
の「山の日」に開催されることもあり、山をテーマに構成吟をまとめました。本県オリジナルの吟、「2018信州総文祭大会
テーマ吟」にもご注目ください。
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● おもてなし隊（舞台運営、会場案内、受付等）

京都府立北稜高等学校、京都府立嵯峨野高等学校、

京都聖母学院高等学校、京都西山高等学校

～京都の高校生が一丸となって、
全国高校伝フェスをサポートする
とともに、おもてなし隊により、
全国の高校生をお迎えします。～

● おもてなし隊のメンバーの中から「生徒実行委員会」を立ち上げました。

～生徒実行委員会では、本フェスティバルを盛り上げるため、広報活動を中心に
自らの力で考え、昨年度以上の「京都府のおもてなし」を行います。

〈生徒実行委員会〉
委員長 野村 菜々恵(京都府立北稜高等学校)

副委員長 松岡 愛実(京都府立北稜高等学校)
〃 大木 菜美佳(京都府立北稜高等学校)

委員 小西 正太(京都府立嵯峨野高等学校） 塚本 愛(京都聖母学院高等学校)
猪田 香南子(京都府立嵯峨野高等学校) 西地 碧海(京都聖母学院高等学校)
大谷 涼香(京都西山高等学校) 藤木 麻奈美(京都聖母学院高等学校)
淺井 あやか(京都西山高等学校)

平成30年度全国高校生伝統文化フェスティバルにおいて、おもてなし隊の代表に
よる「生徒実行委員会」を設立。全国高校伝フェスの広報活動を積極的に行うとと
もに、全国から来ていただく皆さんを京都へお迎えするにあたり、様々なおもてな
しを高校生自らが考え、京都ならではの「おもてなし」をします。

おもてなし隊の高校生は、11月
にプロの接遇アドバイザーから
指導を受けて、当日に臨みます

生徒実行委員会を中心にした

京都府の高校生おもてなし

おもてなし隊 詳細



主催：文化庁、京都府、京都府高等学校文化連盟

申し込み方法は裏面をご覧ください。

入場無料
～事前申

込制～

12
2018 S

U
N16 同 時 開 催 第３5回 京都府高等学校総合文化祭優秀校発表会
京都コンサートホール 開場11:00～

［１１時～］茶道フェスティバル（交流呈茶）［１3時～］伝統芸能選抜公演

平成30年度
創る・繋がる・伝える ～高校伝フェス

全国高校生伝統文化フェスティバル

検 索高校伝フェス

「鬼剣舞」
岩手県立北上翔南高等学校

「秋田民謡」
秋田県立由利高等学校

「箏曲」
静岡県立三島北高等学校

「和太鼓」
日本福祉大学付属
高等学校（愛知県）

「吟詠剣詩舞」
長野県高等学校文化連盟

「琉球舞踊」
沖縄県立南風原高等学校

「呈茶」
茶道部高校生

「邦楽合奏」
徳島県立城東高等学校

「佐渡民謡」
新潟県立羽茂高等学校

「おもてなし隊」
高校生スタッフ



京都コンサートホール

FAX申込書
郵便番号

〈FAXでお申し込みの場合〉

住　　所

氏　　名 同伴者氏名

電話番号

【申し込み先】

〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町1-26
TEL.075－711－2980

〒550-8651 日本郵便株式会社大阪西郵便局　私書箱１号
 全国高校生伝統文化フェスティバル運営事務局 係

■会場

応募方法

お問い合わせ先

京都市営地下鉄烏丸線「北山」駅下車
（1）番、（3）番出口を南へ徒歩3分

郵便番号、住所、氏名、電話番号をご記入のうえ、はがき・電話・FAX・Eメールのいずれかでお申し込みください。1通で2名様
（連記）まで申し込むことができます。（※いただいた個人情報は、今回のイベントに関連する業務以外の目的では使用しません。）

全国各地で古くから受け継がれている太鼓や踊り、箏曲など、伝統文化に勤しむ全国トップレベルの高校生が、その素晴ら
しさを広め、そして次世代へ継承・発展に資するため、一堂に京都に集い、圧巻の演技を披露。また歓迎プログラムや司会
進行や運営面も京都府内の高校生によって行います。

全国高校生伝統文化フェスティバル運営事務局 06-6562-5100（平日10：00～18：00）

ＴＥＬ 06-6562-5100 ＦＡＸ06-6562-5103
メール info@dentoubunka-fes.com

北山通
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京都府立植物園
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北大路駅北大路
バスターミナル

京都コンサートホール

特別後援：公益社団法人全国高等学校文化連盟
後　　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、関西広域連合、京都府公立高等学校長会、京都府私立中学高等学校連合会、

京都商工会議所、一般社団法人京都経済同友会、京都新聞、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞京都総局、産経新聞社

創る・繋がる・伝える ～高校伝フェス

全国高校生伝統文化フェスティバル平成
30年度

締め切り/2018年11月16日（金）必着
応募された方に入場整理券をお送りします。（応募多数の場合は抽選となり、入場整理券の発送をもって当選の発表とさせて頂きます。予めご了承ください。）
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